






















































































































天正二十年 (1592) 二月廿四日 藤見
塵長ニ年 (1598) ニ月廿七日 花見 双林寺
八年 (1603) 三月十七日 花見 東之寺
十二年 (1607) ニ月二十日 花見 醍醐
十二年 (1608) 二月十七日 花見 鞍馬
十月十六日 紅葉見 東福寺
十四年 (1609) ニ月十八日 花見 丸山
十五年 (1610)後二月廿八日 花見 豊田社
六月十七日 蓮見 しな
十八年 (1613) 三月 日 牡丹見 大善院里坊
十九年 (16 1 4) 二月十八日 牡丹見 徳描
二十年 (1615) 二月廿ニ日 花見 豊田回臨
十月十六日 紅葉見 東福寺
元和二年 (16 1 5) ニ月五日 花見 霊山
十月廿一日 紅葉見 高尾
八年 (1620) 四月十二日 花見 祇園松坊
























































No 鶴市名 花の種類 出典
一一
1 秋田 経(5 ) ・脹(1 ) 秋田奇麗
2 仙台 桜(1) -政草(1) 仙台鼠
3 福島 桜(3 ) 信連一統志
4 三春 絞(1 ) 議左久良の配
5 若笹2 術(1 ) .桜(3 )・つつヒ(1 ) 新編金主主風土記
6 長岡 緩(1) ・醸(1 ) ・紅葉(1 ) 懐旧歳記
7 相川 梅(1 ) 佐~相川志
8 金沢 桜(2 ) ・聾(1 ) ・杜若(1 ) ・藍(1) 亀の尾の記
一一ー--
9 小浜 桜(2 ) 若Z東部県志
1 0 高崎 綴(6 ) 閏里貧時記
1 1 川組 住(3 } ー葱(1 ) 三芳野名厨国会
一一一
1 2 江戸 筋合桜・棋-牡丹・霧島・臨・杜若・蓮・萩・荷 四時遊観録
3 8 1 3 6 ヨ 2 6 
1 3 甲府 栴(1 ) ・筏(1 ) ・桜(2 ) 甲斐竃記
ー---一一←一一ーー
1 4 高山 t; ( 3 ) ・蓮(1 ) 飛騨後風土記
1 5 政府 綴(1 ) G河名所国会
一一一十一 一1 6 吉田 楳(1 ) ・杜若(1 ) ・連(1 ) 三河田名所国会
一一一一一
1 7 名古屋 挟(2 ) ・桜(5 ) ・藤(3 ) ・皐月(1 ) ・萩{ 通俗年中行事
4 ) ・菊(1 ) 
一一一一ー一一一ー -， -， 
1 8 大垣 tk ( 2 ) 新民美浪志
一一一一ーー一一
1 9 j車 楳(1 ) ・桜(4 ) 勢国見間集
一一一 干一一一一一一
20 松崎E 筏(1 ) -信 (2) 野田見聞集
一一一
21 福井 筏(1 ) ・笹(1 3 )・つつじ(1 ) 銀事援録
一一ー
22 京都 綿・楳・桜・山政・杜若・盛・窪・薮 部花月名所
6 5 39 3 8 I3 13 6 
23 大坂 梅・篠・桜.LI r吹・即.月・霞・牡 e仕ー恵・荻-菊 凪涜四季の詠
4 4 10 1 3 3 2 4 3 
24 和歌山 梅(1) ・桜(1 ) 紀伊名所国会
25 箆島 桜(1) 阿波名所固金
辺b 目録 語m ・桜{通1 西条昆稿本
27 三原 続(1) ・筏(1) 三&(志稿
28 津山 桜(1) 新町倖問誌
29 鳥取 桜(1) 島府志
30 松江 桜(1) 雲隠誌
31 広島 提(1) 室電通志
32 福岡 直(1) ・蓮(1) 筑前名所国会
33 対馬 桜(1) 集郷奇聞
34 長崎 緩(2 ) ・麗(1 ) 長崎名所図絵
35 熊本 桜(2 ) 建序維話
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図 1-7 尾久原桜草(Ii'江戸名所図会.11) 


































































































89 ~ ず， Jと，亨保十八年 (1733)の『本所雨やどり』は述べている(国 1-1 1)。そ
ののち，文化年聞の向島の梅田をかわきりに，目黒・雑司が谷・谷中・田谷と江戸の各地



























































































1) Ii'冷泉町記録』解題， (Ii'日本都市生活史料集成』ー，学習研究社， 1977 
p. 1 6 
2)向上
3) r吉錨之志多道.!I (Ii'吉備群害集成』ー ，同書刊行会， 1921，p. 458) 
4) /i'日本庶民生活史料集成』二十三，三一書房， 1981，p. 44-45 
5) r日本庶民生活史料集成』九，三一書房， 1969，p. 182 
6) r薙州府志』上(r京都叢書』二十四，同書刊行会， 1917，p. 126) 
7)加賀樹芝郎『元揖下級武士の生活J，雄山間， 1963， p. 200) 
8) (j"都名所国会J (r日本名所風俗図会』八，角川書庖， 1981，p.66)
9) r梅洞林先生文集J (r東京市史稿』遊園篇，第一，東京市役所， 1929，p. 
445) 
10) r江戸名所国会j (r日本名所風俗図会』四，角川書庖I 1980， p. 422) 
11) r甲斐国志.8 (r甲斐筆書』十一，同書刊行会， 1974， p. 1042) 
12) r摂津名所図会大成J (Ii'埠速叢書』八，同書刊行会， 1928， p. 465) 
13) r駿河国名所国会J (Ii'日本名所風俗図会』五，角川書庖， 1983，p. 391 
-19-
14) r新編会津風土記』四(r大日本地誌体系』二十八，雄山間.1962，p. 10 
15) r甲斐筆記J (r日本名所風俗図会』五，角川書庖. 1983， p. 285) 
16)前掲注4
17) r因幡民談記J (Ii"因伯叢書』ー ，名著出版， 1914，p. 441) 
18) Ii"佐渡相川志』県立佐渡高等学校同窓会， 1968，p. 195 
19) Ii'続江戸砂子』国立国会図書館蔵本
20) Ii'芦分船j (r温速叢書』十二，同書刊行会， 1927，p. 14) 
21) (j'摂津名所国会.!I (r日本名所風俗図会』十，角川書庖， 1980，p. 107) 
22) li'j直華の脹ひ.n (ti"日本名所風俗図会』十，角川書庖， 1980， p. 405) 
23) Ii'雪のふる道J (Ii'日本庶民生活史料集成』二十，三一書房， 1972，p. 77 
1 ) 
24) Ii'亀の尾の記』石川県図書館協会， 1971.p. 18 
25) Ii'防長風土注進案』マツノ書庖， 1983，p. 331 
26)前掲注6
27) Ii'摂陽奇観J ({j'埠速筆書』五，同書刊行会， 1928，p. 549) 
28) [j'拾遺都名所図会J (Ii'日本名所風俗図会』八，角川書庖， 1981，p. 221 
29)前掲註10，p. 540 
30) Ii'江戸名所花暦』八坂書房， 1973， p. 52-53 
31) r都名所国会J (r日本名所風俗図会』八，角川書庖， 1 98 1， p. 1 611) 
32)前掲注30，p. 71-73 
担) Ii'都花月名所J (r京都叢書』四十七，同書刊行会， 1917，p. 31) 
34) r風境四季の詠.!I ((j'和泉志Jl26-30合併号， 1 964:所収)
35)前掲注24，p. 36 
36) r寵佐久良の記J (佐藤太平『桜の日本』雄山闇， 1935，p. 215) 
37)前掲註15，p. 280 
沼〉前掲注21，p. 181 
39) r阿州奇事雑話J (r新編阿波叢書』上，歴史図書社， 1976， p. 58) 
一20-
40) Ii'新編会津風土記』八 t (r大日本地誌体系』三十二 t 1932， p. 339) 
41) r車時謹録J (r日本庶民生活史料集成』二十三，三一書房， 1981，p. 52 
8) 
42) Ii'出来斎京土産J (r新修京都叢書』十一，臨川書庖， 1974，p. 518) 
43) (j'和泉名所図会J (r日本名所風俗図会』十一，角川害賠， 1981， p. 491 
44) Ii'尾張名所国会.Il (r日本名所風俗図会』六，角川書庖， 1984，p. 393) 
45)前掲注30.，p. 53 
46)同上， p. 53-54 
47) r仙董風J (r日本庶民生活史料集成』九，三一書房 t 1 9 6 9， P.' 1 8 3 ) 
48) Ii'日向地誌』青潮社， 1976，p. 1517 
50)佐藤昌『日本公園緑地発達史』都市計画研究所， 1977，p. 7ー 10 
51) Ii'西条誌稿本』四，新潮堂本庖， 1977，p. 30 
52)向上， p. 22 
53)向上， p.31-32
54) Ii'飛車後風土記J (U'大日本地誌体系』二十三，雄山間， 1930， p. 323) 
55)加藤専一編・発行『紙魚のやとりA1925， p. 168 
56)前掲注54，p. 80 
57)前掲注55，p. 168 
58)向上， p. 162 
59)向上， p. 258 
叩〉前掲注54
61)向上
63) Ii'高山市史』高山市， 1952， p. 683-684 
64) ti'浮世の有様.!I (ti'日本庶民生活史料集成』十一，三一書房， 1970，p. 47 
1) 
65) (j'埠華の臨ひ.JI (r日本名所風俗図会』十，角川書庖， 1980， p. 379) 
66)前掲注64
町〉渡辺善次郎『都市と農村の間J，論創社， 1983，p. 150 
68) r尾張名所国会付録』愛知県郷土資料刊行会， 1971，p. 326 
-21-
回) r紀伊名所図会』三，歴史図書社.1970，p. 311 
10) r備後略記J (r続備後輩書』歴史図書社， 1971，p. 177) 
71)前掲注51， r西条誌稿本』五， p. 26 
72) Ii'杉田勝概』上，振風学舎， 1896，国立国会図書館蔵本， p. 3 
13) Ii'神代余波.!l (Ii"燕石十種』三のニ，中央公論社， 1979，p. 119) 
74)前掲注70
75) r東都車事記』平凡社東洋文庫.1970，p. 152 
16)前掲注 10 
77) r温花のむめJ (Ii'温速筆書』十二，同書刊行会， 1927，p.518)
18) r出任せ草紙.!I (Ii'新秋田叢書』三の十一，歴史図書社， 1978，p. 219) 
79)舟沢茂樹 r福井塘下ものがたり』福井PRセンヲー ， 1976，p. 5Ll 
なおIi'車時謹詰.!I (前掲注46，p. 528)に r下河原桃，i青明の後十日比
盛なり」
80)前掲注15，p. 219 
81)向上， p. 274 
82) Ii'宝暦はなし.!I (Ii"日本都市生活史料集成』四，学習研究社， 1976，p. 56 
5) 
83) Ii'津市史』三，津市役所， 1961，p. 172 
84) Ii'伊頭園茶話.!l (Ii'新秋田叢書』七，歴史図書社， 1971，p. 147) 
85)前掲注78，p. 219-220 
前〉前掲注65，p. 406 
前〉向上， p. 402 
88) Ii'久波奈名所国会』中，久渡嘉古典籍刊行会， 1977，p. 157 
回) r本所南やどりJ ( r新燕石十種』七.中央公論社.1982.p. 294) 
叩)前掲注75
91)前掲注65，p. 381 
92) r尾張名陽図会J (r日本名所風俗図会』六，角川書庖， 1984， p. 695) 
93) r盛岡砂子.!I (r南部叢書』ー，歴史図書社， 1970，p. 499) 
叫)前掲注90，p. 255 
95) r遊歴雑記J (11'江戸叢書』三，名著刊行会， 1964，p. 21) 
-22-
96)前掲往34，30-31 
97) 『越後長岡年中行事憧旧議記』 ( r日本都市生活史料集成』五，学習研究社，
76， p.528-529) 
98)前掲注44，p. 281 
99) 『筑前名所国会』文献出版， 1985， p. 843 
1∞〉前掲注77
101) 『温華百事設』 ( r新燕石十種』二，中央公論社， 1981， p. 213) 
102)前掲注4
103) f四時遊観録』 ( r江戸年中行事』春陽堂，
p. 70 104)前掲注30，
1927， p. 264) 
105) 『遊歴雑記』 ( Ii"江戸叢書』七，名著刊行会， 1964， p. 365) 
l凶〉前掲注65，p. 383 
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1 .春の花見:花見の基本的要素

































































































































































































































































































































































































































































































































1) [j'日次記事JI ([j'日本庶民生活史料集成』二十三，三一書房， 1981，p. 45) 
2) r東都歳時記JI ([j'民間風俗年中行事』国書刊行会， 1967，p. 85) 
3) fi良華十二月画譜J ([j'浪速叢書』十四，同書刊行会， 1927，p. 587) 
4) Ii'仙蓋風.!I (Ii'日本庶民生活史料集成』九，三一書房， 1969，p. 182) 
5) r奥羽観蹟聞老志.!I ([j'仙台車書』十五，同書刊行会， 1928，p. 184-18 
5) 
6) r呂星通時記J (r日本庶民生活史料集成』九，三一書房， 1969，p. 255) 
7) r議序雑話J (r日本都市生活史料集成』三，学習研究社， 1975，p. 389) 
8) r瀧佐久良の記J (佐藤太平『桜の日本』雄山間， 1935，p. 215) 
9) r阿波名所国会J (r日本名所風俗図会』十四，角川書庖， 1981，p. 508) 
10) r三国名勝国会』上，南日本出版文化協会， 1966，p. 33 
11) r会津四季往来.!I (r続会津資料筆書』上，歴史図書社， 1974" p. 399) 
12) 11'能量名跡志』石川県図書館協会， 1970，p. 30 
13) 11'伊東誌』上，市立伊東図書館， 1970，p. 105 
14) r亀の尾の記』石川県図書館協会， 1971，p. 19 
15) r越後長岡年中行事憧旧歳記J (r日本都市生活史料集成』五，学習研究社， 197 
6， p. 526) 
-38-
16) [j'上毛国風土記J (r上野志料集成.!l，換手堂本庖， 1917，p. 340) 
17) r梅田日記』北国出版社， 1 970に，著者梅田甚佐久の卯辰山遊歩の記事がしばし
ばみえるが，元治二年 (1865)三月三日には『迎ひ山(卯辰山のこと〉随分繁昌
之様子に相見へ候事」と遊山の人々で脹わう卯辰山を記している。
18) [j'風読四季の誌.! (r和泉志J26-30合併号， 1964，p. 159) 
19) r摂津名所国会大成J (r温速叢書』八，同書刊行会， 1927，p. 12) 
20)向上， p. 4-01 
21) r有馬郡誌』上，青馬郡， 1929， p. 536 
22) o'山県棚佐賀志.!I (r随筆百花苑』十四，中央公論社， 1981， p. 16) 
23) [j'長崎名勝国会.!l (8'日本名所風俗図会』十五， 1983，p. 184) 
24) r虚実柳巷方言J (r檀速叢書』十四，同書刊行会， 1927，p. 169) 
25)前掲注4
26) [j'松前車時記草稿』前掲注15，p. 693 
27) Ii'三州奇談』石川県図書館協会， 1933，p. 31 
28)前掲注10，中， p. 324 
29)同上，下， p. 48 
30) [j'薩摩見聞記J (Ii'日本庶民生活史料集成』十二，三一書房， 1971，p.373
3D江戸後期の旅行家菅江真澄の作品はたびたび山里の春の花の美しさを述べている。た














33) r紫波郡誌』紫披郡， 1925， p. 453 
34) r東成郡誌』下，東成郡， 1922，p. 1331 
35) Ir阿哲郡誌』下，阿哲郡， 1928，p. 872 
36) Ir紫の一本.!I (r戸田茂睡全集』国書刊行会， 1915，p. 220) 
37)同上
38) Ir増補江戸惣鹿子名所大全A (r江戸輩書』三，名著刊行会， 1964，p.18)
39) jj'江戸名所花暦』八極書房， 1973，p. 25 
40) Ii'望海毎談.o (i'温知叢書』八，博文館， 1911，p. 18) 
41) Ii'昔話.!I (三田村鳶魚『鼠理十種』下，中央公論社， 1978，p. 12)に，
花見は，上野，日暮，飛鳥山，わけで日暮賑ひ申候.
と，安永度の様子が記されている。
42) Ii'甲子夜話』二，平凡社東洋文庫， p. 282 
43) r有徳院殿御実記.!l (r国史体系』四十六，吉川弘文館， 1966， p. 677) 




45) r我衣J (Ii'日本庶民生活史料集成』十五，三一書房， 1971，p. 156) 













回) r江戸雀J (r江戸叢書』六，名著刊行会， 1964， p. 58) 
51)乾裕幸「設株俳詰の展開J Ii'近世の文学』上，有斐閣遺書， 1976 
52)前掲注7
回) Ii'承寛雑誌.ft (i'東京市史稿』遊園篇，二，東京市役所， 1928，p. 127) 
54) r金平浄瑠璃正本集』三，角川書庖.1969，p. 245 
55) r難波鑑J (r温速叢書』十二，同書刊行会， 1927， p. 238-240) 





60) r若狭郡県志J (Ii'越前若狭地誌叢書』下，松見文庫， 1973，p. 272) 
61) r雲陪志.!l (Ii'大日本地誌体系』二十七，雄山間， 1930，p. 3) 
62) Ii'肥前古跡縁起j (Ii'肥前叢書』ー ，青調社， 1973，p. 387) 
63) Ii'長崎夜話草Jl (Ii'長崎叢書』上，長崎市役所， 1926，p. 88) 
64)向上
出) r長崎虫眼鏡.!I (ti'長崎文献叢書』ーの五，長崎文献社， 1975，p. 36) 
槌) r楽郊記聞』一，平凡社東洋文庫， p. 283-284 
町)同上
回〉向上， p. 4， 6 
印) Ii'西海道J (r江戸時代図誌』二十ニ，築摩書房， 1976， p. 86) 
70) r増訂封馬島誌』対馬教盲会， 1928，p. 149 
71) r長崎県史』長暗県， 1973， p. 1094-1095.なお同書によれば，宝暦
の火災は宝暦九年 (1759)及び十一年 (1761)である.
72) r東京域郡誌』上， t. 89 
市) r桃践雑話』歴史図書社， 1979，p. 170 
74) r水戸市史』中の二， p. 1 1 3 
75)前掲注2
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1) r昔ぱなしA ( r鼠瑛十種』下.中央公論社.1978.p. 12) 
2 )西原柳南町川柳年中行事A 1 928.以下断りのないかぎり，引用の川柳は同書によ
る。
3) r野色五人女A ( r日本古典文学体系』四十七，岩波書庖.1957.p. 228) 
4 )向上.p. 261-262 
5) r墨東外史・すみだ』墨田区役所.1967.p. 75 
6) r文政増版江戸御絵図J鶴屋喜右衛門・和泉屋市兵衛版
7) r東京市史稿』遊園篇，三.東京市役所.1929.p. 21 
8) r江戸草書』七.名著刊行会.1964.p. 278 
9 )前田愛 Z都市空間のなかの文学』築摩書房.1982.p. 6ち-9弓
10)前掲注7.一.p. 44ち
11)向上. p. 446 
12) r紫の一本A ( r戸田茂睡全集』図書刊行会.1913.p.219)
13) r国史曲目録J ( r本朝通鑑』十六，図書刊行会.1919.p. 554) 
14) r天和笑話委集J ( r新燕石十種』七.中央公論社.1982.p. 161) 
15 )前掲注7，二.p. 127 
16) r遊歴雑記A ( r江戸軍書』三，名著刊行会.1964.p. 399) 
17 )前掲注13.p. 740-746 
18 )向上
19) r江戸名所国会J ( r日本名所風俗図会』四，角川書庖.1980，p. 439) 
加) r江戸名所花暦』八板書房， 1973.p. 47 
21) r慶長見聞集J ( r日本庶民生活史料集成』八，三一書房.1969.p. 618) 
包) r芸藩通志』一.広島図書館.1907.p. 130 
包) r官江真澄全集』十，未来社.1974.p. 441 








人々で賑わっていたと伝えられる. (r j[;if実録J. r東京市史稿』遊園篇，第一，
p. 443). 
29)たとえば『江戸名所記』の記躍する八十ケ所の名所のうち寺社は六十五ケ所である.
30)護辺達三「近世広場の諸形態J ( r造園雑誌J35-3.1972. p. 1-7) 
3I)西川幸治『日本都市史研究』日本放送出版協会.1972.p. 302 
32 )胡麻鶴五峯『飛鳥山を中心とする史蹟』淳風書院1927. p. 28 
33 )前掲注9

















































































戸の版元から上梓され，以後『紫の一本J (天和3，1683)， r古郷帰乃江戸拙.!I ( 



















































































































































































































































































































































































































2) r国史館日録J (Ii'本朝通鑑』十六，国書刊行会， 1919，p. 208) 
3)内藤昌『江戸と江戸塘』鹿島出版会， 1966，p. 134 
il) r紫の一本J (r戸田茂睡全集』国書刊行会， 1915， p. 284-290 
5)向上
日) r武江年表J (r江戸叢書』十二，名著刊行会， 1964，p. 61) 
7) Ii'葛藤.!I (r京橋区史』上， p.l040)
8)前掲注2，p. 554 
9)林玲子『町と町人J (r日本史』四，有斐閣， 1977，p. 171-172) 
10)中部よし子 r近世都市の成立と構造』新生社， 1967，p. 647 
一70-
11)松本四郎・林玲子「元揖の社会J (Ii'講座日本史』四，東京大学出版会， 1970， 
p.145) 
12)前掲注3，p. 62-72 
13) r事跡合考』上，都立中央図書館蔵本， p. 8 1 
14)今回祥三「出版文化の成立J (r近世の文学』上，有斐閣， 1976，p. 33) 





垣史生編『江戸編年事典』青蛙房， 1973，p. 177) 
18)前掲注4，p. 284-290 
19) Ii'子孫大黒柱.!I (Jj"徳川文芸額緊』二，国書刊行会， 1914，p. 484) 






2) Ii'懐硯.n ({j'定本西鶴全集』三，中央公論社， 1960， p. 369) 
お〉小野武雄 r涜行の風俗誌』属望社， 1978，p. 133-140は，石川六兵衛の
妻と京の難波屋十右衛門の妻の衣装くらべは延宝九年 (1681)，また京東山で中









28) f天和笑委集J (Ii'新燕石十種』七，中央公論社， 1982，p. 161) 
却)斎麗隆三『江戸時代前半の世相と衣装風俗』大塚巧芸社， 1933，p. 126 
30) r小袖模様雛形本集成』ー，学習研究社， 1 974 










集.!I1977， p. 138ー 14.0 
38)石田一良『町人文化』至文堂， 1966，p. 42 








位) r江戸砂子』東京堂出版， 1976，p. 115 
43)会田範治『近世女涜文人伝』明治書院， 1960， p. 287-289 
4) r遣魂紙料.B (Ii'日本随筆大成』ー の十二，吉川弘文館， 1975，p. 243-2 
45) 
45)たとえばIi'俳家奇人談.n， s'俳人百家撰A(ともに『俳詰逸話全集』博文館， 1 9 
00所収)，及び11'江戸名所花暦』八坂書房， 1 973 
46)相関芳郎『東京の桜名所今昔』郷学社， 1981，p.69
-72-
41) ~花暦八笑人』岩波文庫， p. 57 
48)前掲注28，p. 165 
49)向上， p. 163 
日)向上， p. 164 
51)向上， p.162， 163-164 
52) r芭蕉俳句集』岩波文庫， p. 45 
53)岩田九郎『諸註評釈芭蕉俳句大成』明治書院， 1967，p. 953 
















61)向上， p. 164 
62) M.パフチン『フランソワ・ラプレーの作品と中世ルネッサンスの民衆文化』せり
か書房， 1978，p. 136 
白)奥村寓亀子 r"ばさら押と"かぶき" (ll) J r京都府立大学学術報告(理学，生活
科学A29，1978， p. 60 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































2) W我衣J (~日本庶民生活史料集成』十五，三一書房.1971. p. 156 
3)全国的に寺子屋は文化文政問と天保期とに著しく増加した。(石川謙 f寺子屋』至文
堂.1960，p. 98-100)ーまた男児100に対する女児の比率は日本橋1





民寮娯楽J Ii'三田村鳶魚全集』十，中央公論社， 1975，p. 17) 






9)向上， p. 450 
10)西山松之助「斎藤月宰日記抄錆JIi'東京教育大学文学部紀要史学研究J71. 196 
9. p. 3 1 
11)天保改革では花見も規制の対象となった。Ii'浮世の有様.!I (前掲注6.p. 620) 
天保十三年 (1842)に，
今春花見客著可限ー朱
また‘ 『藤岡屋日記J(前掲注7.p. 323)天保十四年 (1843)三月の条に
卯ノ三月十八日 花見帰りニて花美なる衣装を着し.南江被召捕之.
12)松本四郎『日本近世都市論』東京大学出版会.1983.p. 238-240 








21)荒川秀俊編『天保改革町触史料』雄山間. 1974. p. 92-93 
22)前掲注7.五.p. 78 
お)向上. p. 76 





28)向上. p. 1 1 3 
羽〉同上， p. 139 
-93ー




32)吉原健一郎「幕末期江戸町人の存在形態J Ii'江戸町人の研究』ー .吉川弘文館. 1 9 









38) Ii'市中取締類集』ー .東京大学出版会唱 1959.p. Ll83.なお，文久年間茅場
町に住み町与力を務めた原胤昭は「おけいこと手習J Ii'江戸時代文化』ー ，ゆまに書
房. 1978. p. 225で rお揃ひの着物は，堅気向で暫いから.真面目な家庭
では連中に加はらせなかった」と述べている。
39) Ii'巷街賛説.D (Ii'近世風俗見聞集』九，吉川弘文館， 1983.p. 307) 
40)前掲注7，五. p. 237-238 





明している。(芳賀畳「幕末江戸の情報と文化J r幕末文化の研究』岩波書庖， 1 9 











48)向上， p. 476 




53)細井雄介「仮面と劇J O'理想.!I446， 1970. p. 48 
54)今泉みね『名ごりの夢』平凡社東洋文庫， 1963.p. 520 
5) Ii'天明紀間寛政紀聞.!I (Ii'未刊随筆百種』二，中央公論社. 1976‘ p‘294) 
56) Ii'墨東外史・すみだ』墨田区役所.1977.p. 102 
57)前掲注55.p. 56 








回)M.パフチン rドストエフスキー論』冬樹社， 1974，p. 187 
随) Ii'江戸会誌』第二冊，第四号， p. 77 
町)前掲注56.p. 1377 
68)前掲注39
69)前掲注7.四， p. 504-506 
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1) r続日本随筆大成』八，吉川弘文館.1980.p. 113 










7) (j'黄表紙酒落本集』日本古典文学体系，岩波書庖， 1958.p. 152 
8) If絵本江戸土産』有光書房.1975，p. 160 
9) r東都議事記J1.平凡社， 1970. p. 239 
10)三田村鳶魚偏『鼠理十種』下，中央公論社， 1978.p. 13 
11) r隅田村名主阪田家害上J r東京市型稿』遊園篇，ー，東京市役所. 1929. 
p. 874 
12) (j'江戸年中行事』春陽堂. 1 927 




14) Ii'墨田区史』前史，墨田区役所.1978.p. 329 
15)前掲注 10 
16) Ii'随筆百花苑』八.中央公論社.p. 349 
17) Ii'未刊随筆百種』六，中央公論社. p. 66 
18) r守国公御殿記J前掲注 11.p.877
19) Ii'東京市史稿』遊園篇.二，東京市役所.1929.p. 5757 
20)向上
21) Ii'遊歴雑記.!I (Ii'江戸叢書』三.名著刊行会.1964.p. 399)‘なお.
22)前掲注18，また『墨水志.!I (Ii'墨東外史・すみだ』墨田区役所， 1 967) 
p. 80も文化五年 (1808)の記舗に改のように記している。
このほとりの花は二十年以来の勧物にして.今は月雪花の名所とはなりぬ
23) r梅翁随筆J (r日本随筆大成』二の十一.p. 106) 
24)三田村鳶魚『江戸時代のさまざま』博文館.1929，p. 359 







28) Ii'遊歴雑記.!l (r江戸叢書』五， p. 36) 
29) r東都歳事記.12，平凡社.1970，p. 197 
30) r野辺の白露』前掲注19.p. 775-778 
31)前島庫彦前掲書. p. 61-64 
32)前掲注30
33) r風俗画報A162，1898， p. 15 
34)前掲注30
35) r墨水遊覧誌J (u'江戸叢書』ー ..p. 1 3 -1 4) 
36) r墨東外史・すみだ』墨田区役所 1967，p. 720 
37)たとえば式亭三馬の『浮世風呂.!I. Ii'人間万事虚誕計.!I.あるいは為永春水の『
春色梅美婦弥』
38) r新編武高風土記稿』一.歴史図書社. 1969‘p. 649 
39)前掲注35.p. 17 













45) Ii'巷街賞説.!I (r近世風俗見聞集』四，国書刊行会.1970，p. 128) 
46)前掲注14.p. 404-406 








1985. p. 55-60 
53)前掲注21.p. 36-37 








59) Ii江戸編年事典』前掲注6.p. 337 
60)前掲性54
61) Ir江戸名所花暦』八坂書房.1973，p. 73 
62)前掲注2.p. 264 
63)三田村鳶魚『江戸年中行事』春陽堂. 1927， p. 588 
64) Ir江戸編年事典』前掲注6，p. 457は.小高伊左衛門が安積沼より菖蒲の苗
を自村に移し植えたのを文化元年 (1804)のこととしている。
65)矢掛弓雄『隅田川叢誌.!I1892. p. 29-31 
66) r小高圃所高文書J r葛飾区史』葛飾区役所.1936，p. 586 
67)前掲注5
68) Ir藤問屋日記』五.三一書房， 1989，p. 48 
69)前掲注63.p. 568 
70)同上
71) r遊歴雑記.!I (fi'江戸叢書』六.p. 128) 
72)向上 t p. 374 
73)同上， p. 377 
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74)前掲住9.p. 152 
75) r事々錯.11 (r未刊随筆百種』二.中央公論社， 1976.p. 300) 






80)向上， p. 879-881 









86)向上 p.1 0ー 11.20. 59. 64. 80-81.133-136 
肝)前掲註40.p. 213 
88)向上. p. 214 
89) r上野山内図J r古版江戸図集成』中央公論美術出版.1960，p. 33 
90)前掲注84.p. 124 









田) r東都花暦名所婁内』九皐堂， 183 1 
100)前掲注21.p. 90 
101)前掲注61.p. 103 
102) r江戸紀聞』前掲注30.p. 261 
103)前掲注84
104) (j'明和志.!I (r鼠瑛十種』中‘中央公論社.1979.p. 197) 














117) 11'日本随筆大成』二の十六. p. 82 
118)前掲注10 









127) Ii'新燕石十種』七.中央公論社.1982.p. 272 
128) r遊歴雑記J (!i'江戸叢書』七. p. 365) 















139) Ii'文政年間漫錯.B (Ii'未刊随筆百種』ー ，中央公論社‘ 1976.p. 29 
8) 




144)前掲注29，p. 34， 42， 71 
145)前掲注91.p. 170 
146)前掲注9.p‘ 38 
147) r異聞雑稿J (Ii'新燕石十種』二.国書刊行会， 1909，p. 29) 
148)前掲注128，p. 278 
-125-
149) r未刊随筆百種』八，中央公論社11977.p. 392 
150)前掲注21.p. 166 
151) r東都議事記.!I3.平凡社東洋文庫.1972.p. 17 
152) r続飛鳥川.!I (Ii'日本随筆大成』二の二十.p. 29) 
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に立ち止まって夜を眺める人を描くのみであるが(図 1-9) • 
(図7-2) t 遊宴形態の花見が行われたことがわかる。
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1) Ii'愛知県史』二‘愛知県.1938，p. 231 
2)斎藤誠治「江戸時代の都市人口J Ii'地域開発.!I240.1984. p. 53 
3) fj'尾張通俗年中行事.!I (Ii'名古屋温故会叢書』四.1941)
4) r尾張名所国会J (r日本名所風俗図会』六，角川書庖.1984.p. 147 
及び152




7)山田秋衛『前樺旧事誌A 1936， p. 133 
8) r金麟九十九之塵』上(Ii'名古屋筆書』第七巻，名古屋市教育委員会. 1960， 
p.508) 







ある. r尾張拘行記 (2).o( r名古屋叢書続編』五，名古屋市教育委員会.






18) r瑞穏区』 名古屋市瑞穂区役所. 1964~ p. 21 















34) r金麟九十カ之塵』下(r名古屋叢書』八，名古屋市教育委員会. 1 963‘ 
p. 50) 
-151-
35)芥子川律治『家庫がつくった革新名古屋』地産出版， 1977，p. 100 




却) r猿候庵日記〈文政年間)J (Ii'日本都市生活史料集成』四.学習研究社， 1 9 
76， p. 612 
また，前掲註4. p. 62に r両岸田置橋より北の方.西水主町まで散町の間.
数百本の桜樹ありて t J 
39)向上. p. 613 
40)向上， p. 628 
41)同上. p. 628 
42)向上. p. 633 
43)前掲注4‘ p.352 
44)向上
45) Ii'西枇杷島町史』西枇杷島町.1964.p. 191 
46)前掲注38，p. 620 
47)同上. p. 633 
48)前掲注36
49)同上， p. 734 
50)前掲注4，p. 147 
51) r感興漫筆』上(r名古屋叢書』十九， 1960， p. 36) 





57)向上， p. 280 
58)同上， p. 284 


















71 )同上.p. 630 
72)前掲註36.p.619














部)江戸での菊の見世物の琉行については r東京市史稿』遊園篇，三， p. 925-
-153-
941に詳しい。
86) r尾張拘行記 (5)J (r名古屋叢書続編』八，名古屋市教育委員会. 196 






92)向上， p. 53 
93) Ii'感興糧筆』中(r名古屋叢書』二十，名古屋市教育委員会.1961)p. 
150) 
9q)向上. p. 1 24 
95)向上， p. 1 1 9 
96) Ii'枇杷島町誌.!Ip. 198 
97) ti'感贋漫筆』下のー (!i'名古屋叢書』二十一.1961.p. 188-189) 
98)前掲注94.p. 128 
99)向上， p. 117 
100)同上， p. 133 
]01)向上， p. 134 
102)前掲注51，p. 307 




107)同上， p. 337 
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八月十四日 -3 中浜山 品川
二十二日 1 1 -3 中浜山 吉田
二十二日 午-4 中浜山 撮，真吾
二十四日 9-3 堀村 竹内大倉品川枠
二十七日 午-5 中浜山 揖
九月 四日 -4 中浜山 禄
九日 }-5 剣野山 品川金子，子供二人
十五日 午-5 剣野山 揖，真吾
十六日 -4 剣野山より中浜山辺 なし




















































































































































































































































































































































































1 )今泉省三『長岡の歴吏』ー‘野島出版.1968.p. 365-366 
2) Ii'長岡市史』長岡市役所.1931.p. 331) 
3) r越後長岡年中行事懐旧歳記Jl (r日本都市生活史料集成』五，学習研究社， 197 
6所収)。なお，以下断りのない限り，長岡の行楽についての記述は同書による。
4，) !i'甲府略史』名著出版， 1974.p. 216 
5) r甲斐の手振』前掲注3，p. 326 





11) Ii'三芳野名勝国会J (r埼玉叢書』一.国書刊行会， 1970. p. 463 
12) Ii'阿波名所国会J (r日本名所風俗図会』十四，角川書庖， 1981.p. 514) 
13) Ii'三河国名所図絵』中.愛知県郷土資料刊行会， 1972.p. 39 
14) Ii'忍名所国会J (Ii'埼玉叢害』ニ.国書刊行会， 1970，p. 58 
15)宮脇通話『伊予温故揖』向陽社， 1894，p. 78 
-182-
16)前掲注1.五.p. 491. 500-501 
17)同上.50 1 
18) 吋t越月令A (r日本庶民生活史料集成』丸，三一書麗. 196自， p. 577 
19) r尾張通俗年中行事.B (r名古屋温位全叢書』閉，名古雇糧故金， 194 1所程)
20) r近世風俗志J (ti'捜辺庫輔『長崎ハヲ考』長暗県民芸協金， 19513.p事 78)
21)前掲注3
2) u'塩尻.!i (0'日本随筆大成』三の十四.古川弘文館. 1979j p. 337) 
23)前掲往5
24) r鳴門市史』中.鴨門市. 1982， p. 4.45 
お) u'愛媛県史』地誌二，愛媛県.1985，p. 212 
26) r長崎車時記.B (r日本庶民生活史料集成』十五，三一書罷.1971.p， 778 
27) If長崎名勝図絵Jl (r日本名所風俗画会』十五，角川署居吾 1983.p 宣言。唇)
28) r長時市史風俗語』長崎市役所， 1938.p‘257 
盟〉前掲詮27司 p. 181 
3的向上， p. 5 1 
31)向上. p. 186 
担}向上~ p. 97 
器〉開上. p~ 208 





草}罵上事 p~ 208 







45) r摂松市史』二.浜松市役所， 1971.p. 610 
46)向上.p.611
47) r浜松市史』史料編三，棋松市役所.1959，p. 317 
48)前掲注25，p.212
49)同上， p. 27 
50) r日本地誌』九，二宮害庖.1972，p. 283. 350 
51) r新潟県史』通史編三，新潟県， 1987，p. 684 
52) [j'白根市史』三.白根市.1986.p. 46 
53)前掲注27，p. 145 
54) Ii'筑前名所図会』文献出版， 1985.p. 277 
55) [j'西備名区J (i'備後輩書』三.歴史図書社.1970.p. 1240 
56) [j'都名所国会.!l (r日本名所風俗図会』八，角川署庖.1981，p. 166) 
57) Ii'飛騨後風土記Jl (rr大日本地誌体系』二十三，雄山間， 1930.p. 63) 
58) Ii'紀伊名所図会』三.歴史図書社， 1970.p. 450 
59) Ii'播磨名所巡覧国会Jl ([j'日本名所風俗図会』十三，角川書庖.1980.p. 13 
60)揮下春男・同能親校訂『柏崎日記』上中下，同『轟名日記』二三四‘ぎょうせい. 1 
984.以下断りのない隈り.柑崎と轟名に関する記述は同書による。
61) 吋白椅市史資料集』近世編二.上，柏蝿市.1985，p. 326 





町) r原色日本菌類国語』保育社 J 1957， p. 105 
68) r梅田日記』北国出版社.1970.p. 21 
印) Ii'山形棚佐賀志.8 (r随筆百花苑』十四ー中央公論社， 1981.p. 16 
70) u'伊東誌』上，伊東市立図書館.1969.p. 105 






16)前掲注71 .下， p. 23 
77)前掲注58.-， p. 174 
78) i'水戸歳時記.!l (ti'日本庶民生活史料集成』二十三.三一書房.1981，p. 44 
9) 




81) r歳序雑話.!I (Ii'日本都市生活史料集成』一.学習研究社， 1975. p. 389) 
82) Ii'秋田紀塵.!I (Ii'新秋田叢書』五‘暦史図書社.p.434)
83) r歳時置録』前掲注78，p. 530 
84) Ii'津市史』三.津市役所.1961. 172 
85) Ii'近江名所国会.o (Ii'日本名所風俗図会』十一.角川書庖， 1981.p. 21) 





91) r三州奇読』石川県図書館協会， 1933.p. 31-32 
92) 11'噛随筆』石川県図書館協会.1933，p: 138-139 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 )小株安司 (1965) r小倉域下町の構造J (j'小倉郷土史学』四.国書刊行会. 1 9 
82. p. 15 
2) r企救郡誌.!l p. 658.企救郡. 193 1 
3)向上， p. 657 
4)同上. p. 655 
5)土田将雄『細川幽斎の研究』笠間書院.1976.p. 131-132 
6)村井康彦『日本文化小型』学芸書林.1969.p. 320-322 
7) r玖珂郡誌』マツノ:書庖.1975，p. 233 
8) r都名所図会.!I (r日本名所風俗図会』八，角川書庖， 1981.p. 171) 
9) r飛騨後風土記J (O'大日本地誌体系』二十三，雄山聞， 1930，p. 323) 
10) r丹後宮津志』宮津町.1926，p. 172 
11) r東茨域郡誌』上.東夜城郡， 1927.p. 89 
12) r芸藩通志』ー，広島図書館， 1907，p.‘130 
13) 刊、域郡誌』小域郡. 1934. p. 397 
14)向上









19) r奥州名所国会.!I (Ii'日本名所風俗図会』ー ，角川書庖.1987.p. 170) 
20) Ii'紀伊名所図会』歴史図書社. 1970. p. 236 
21) ti'白河古事考! (Ii'福島県資料集成』ー ，問書刊行会.1952，p. 33， 
22)向上. p. 29 
23) Ii'白河楽翁公伝』堀川古楓堂.1937.p. 116-117 
24) [j'津市史』三，津市.1959.p. 282 
25)向上. p. 41 1 
26) [j'松坂市史』八.松阪市‘ 1979.p. 420 
27)前掲注24.p. 172 




32) r諸命令書より J (北村信正『借楽園について:好文亭復元参考資料』夜城県観光課
1933， p. 33) 
33) Ii'筑前名所国会』巻のー，西日本新聞社. 1973 
34) r加酒家記鋸J (r日本都市生活史料集成』三，学習研究社t 1975， p. 39) 
35) r松本市史』下，松本市.1973.p. 618 
部)向上










44)高橋理喜男『太政官公園の成立と実態J fi'造園雑誌.138-4. 1975， p. 3 




47)森周造『肥前回誌』青潮社， 1972， p. 279-280 
48)前掲注43，p. 113-114 
49)向上. p. 87 
50)前掲注28




















69)同上， p. 533 
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70) r津市史』一，津市. 1959， p. 340-342 
71)前掲注59.p. 28 
72)向上， p. 30 
73)同上
14)市場直次郎『日本の民俗・佐賀』第一法規出版.1972.p. 213-214 























ム正'~. ~~. hきず句 f
.;.....く~，~" ~ふ ~...r ~_. .'生 il.，. '.九、
-205-



























































































































































































『翁草』以降‘ 『探梅句集梅花帳.!I (堀未塵，寛政3，1791). (j'東崎子.!I (田宮































































































































































































6) fi'和漢三才国会.1 (r日本庶民生活史料集成』二十九，三一書房， 1980.p. 6 
89) 
7) r大和志』臨川書庖， 1 987 
8) r西遊雑記.!I (r日本庶民生活史料集成』二，三一書房， 1969. p. 332) 
9) ti'月瀬記勝』東京都立中央図書館蔵本〈原文漢文)。以下断りのない隈りti'月調記
勝』からの引用は同書による。
10) Ii'梅嵯蛾志J (r松浦武四郎紀行集』中.富山房， 1975， p. 15-40) ，以
-217-
下断りのない隈り武四郎の記事は同書による。




14) r惜後国三原廻.!I (r三原市史』四，三原市役所.1970.p. 331) 
15) u'国郡志御用ニ付下しらへ書出帳』向上， p. 489 
16)角山幸洋『日本染織発達史』田畑書庖， 1968.p. 211 
17)今回信一『量上紅花史の研究』高間堂書庖.1979.p. 34 
18) Ii'武州の紅花』上尾市教育委員会， 1980.p. 11. 15 
19)向上
20)前掲注17，p. 37 
21) !i'東遊雑記』平凡社東洋文庫. p. 119 
22) !i'註解星巌全集』梁川星眼全集刊行会， 1956.p. 93 
23)富士川英郎『江戸後期の詩人たち』築摩書房.1973.p. 227 
24) !i'中津市史』中津市.1965.p. 1078 
25)西田森三発行『山陽遺稿』巻七， 1 880 
26)前掲注22.p. 225 
27)前掲注2.p. 41 
盟) u'新修大垣市史』通史編ー，大垣市.1968，p. 794 
29)向上. p. 786-787 
30)同上， p. 794 
3]) [j'幕末の文学.!I (0'シンポジウム日本文学』十一，学生社， 1977. p. 97) 
32)前掲注23.p. 257-281 
33)菊池貴一郎『江戸府内絵本風俗往来』青蛙房， 1971.p. 36 
34)同上， p. 223 
35) Ii'遊歴雑記J (r江戸叢書』六，名著刊行会， 1964，p. 128 
36) r埠華の賑ひ.!I (r日本名所風俗図会』十，角川書庖， 1980，p. 381) 
37) Ii'尾張名隠国会.!I (r日本名所風俗図会』六，角川書庖， 1984. p. 695) 
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表11 -1 池田野山の山論・野論 〈安永年間以降〉
年月 1l!ilf 
安永乱4117ω 




























































































































































































































































1)岡田啓『新撰美溝志』一信社出版部， 1931.p. 243 
なお.霞問ヶ谷は.現岐阜県揖斐郡池田町にある。
2} r池田町史』史料編.池田町.1974.p. 451 
3 }向上， p. 4ち2--456.以下断りのないかぎり霞間ケ谷の鐘留に関する記述は同
書による.
-229ー
Ll)向上. p. 295-296 
5)韓国正隆『霞間ケ模及付近の名所旧詣』樋口書庖t 1935， p. 2 





9) r帳車県史』通史編近世下，岐車県， 1972，p. 1031-1035 
10)江馬春齢編・発行『相夢遺稿』上〈原文漢文).1871
11)伊藤信 r美溝文教史要』郁文堂・岡安書庖.1919，p. 190 
12)同上， p. 192 
13)前掲8，-
14)前掲注1
15) Ii'池田町史』池田町， 1978，p. 358-361 
16)島本洋ー『大野池田両郡村役人一覧』西溝郷土史談会， 1977.p. 68 
17)向上t p. 69 
18)元文漢文。以下断りのないかぎり.今西判左衛門についての記述はこの碑文による
19) Ii'三野人物考.!I (Ii'般車県史』史料編近世三， 1966.p. 693-696) 
20)前掲15，p. 483-484 
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